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本研究では，2020 年前半の新型コロナウイルス感染拡大期において，どのように来訪者数が減少してい

ったのかをモバイル空間統計®500m メッシュの全国滞在人口データを用いて分析することを研究の目的と

する．対象地として選定した寺社仏閣の滞在人口数の変動状況と，政府の感染症対策発令等や感染者数と

の関係性について分析するだけでなく，対象地と居住都道府県の距離が，居住都道府県別滞在人口数にど

のような影響を及ぼすのかを期間別に分析した．その結果，1)感染者数や政府の対策が来訪者数の減少に

影響を与えた可能性があること，2) 特定の都道府県の感染者数やラグ日数が来訪者に強く影響していない

傾向があること，3)来訪者の居住都道府県と観光地の距離によって，滞在人口数が減少する時期が異なる

傾向にあることが分かった． 
 

     Key Words: COVID-19, mobile spatial statistics, tourist destination 
 
 

1.   ははじじめめにに 
 
(1)  研研究究のの背背景景  

2020年 1月に日本で新型コロナウイルス感染症 (以後 
COVID-19と記す)の感染者が報告されて以来，多くの感
染者数を出している．感染者数は 2月から増加していき
3月下旬には 1日あたりの全国の感染者数が 100人を超
え，4月上旬には 500人を超えた．これに伴い，政府は
緊急事態宣言を発令し，外出を控えさせる対策を実施し

た．これにより対策や感染を避けるために国内来訪者数

が減少した可能性がある． 
また，近年技術の革新により，携帯電話端末や ICカ
ードデータから取得される位置情報データなどのビック

データによる滞在や移動の実態を把握をする研究が増え

てきている．COVID-19が来訪客に与えた影響について
も位置情報データを用いた分析が行われており，以下の

ものがある．モバイル空間統計を用いて他県から沖縄県

への日平均流入滞在者数を分析した原(2020) 1)は，感染拡

大前に比べて日平均 3万人の流入が無くなったこと報告
している．同様にモバイル空間統計を用いて OD表を作

成し関東市区町村別移動人数・移動距離について分析し

た塚井(2020) 1)は，着地平均移動距離は広域集客施設のあ

る市町で大幅に減少し，発地平均移動距離は郊外と中山

間地域で大幅に減少したと報告している．また，株式会

社Agoop(2020) 2)は，2020年1月1日から8月30日の13時
台における流入エリア別の増加率の算出と都道府県外か

ら流入量を可視化した．外出状況や訪問客数の分析につ

いては上記のように速報的に行われている．しかし，感

染者数の増加が来訪者数に与えた影響については，本投

稿時点では依然途上にあると考えられる． 
本研究でも，内閣官房の新型コロナウイルス感染症対

策サイトで使用されているモバイル空間統計を用いる．

モバイル空間統計は，全国の観光地の入込状況を偏りな

く把握することができ，日ごとのデータから感染状況と

の関連性を分析することが可能であるという利点がある

ため，本研究で用いることとした． 
 
(2)  研研究究のの目目的的 

2020年前半の新型コロナウイルス感染拡大期において，

どのように来訪者数が減少していったのかをモバイル空
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間統計®500mメッシュの全国滞在人口データを用いて分

析することを研究の目的とする．その視点として，観光

地特性の類似性や主要居住地からの距離，加えて居住地

や観光地の感染者数の増加傾向に着目した． 
 
 
2.  研研究究のの概概要要 
 
(1)  利利用用デデーータタ    

本研究では， 1時間おきに集計されている 500m メッ

シュのモバイル空間統計の総滞在人口数データ・居住都

道府県別滞在人口データの計 2種類を使用する．なお，

これらのデータは，メッシュ内の人数が少人数であると

個人を推測されやすくなる場合があるため，集計された

データのメッシュ内滞在人口数が一定の基準以下の場合

はデータを欠落しており，これを秘匿処理という 3)．川

上ら(2020)4)は，このような匿名性等の制約がある中にお

いても，広域性，即時性の観点からモバイル空間統計に

よる滞在人口数データを分析することで，手間がかかり，

高コストな大規模アンケート調査よりも優れていると指

摘している． 
本研究では，2020年 1月 1日 0時から 5月 31日 24時
までのデータを利用したが，お正月期間の滞在人口数が

通常時と異なることと，5月中の対象地域の滞在人口数

が少数のため，秘匿処理の対象となる日付が多いことか

ら，2020年 1月 14日から 4月 24日までを対象期間とし

た．また，全日程において，来訪者数が多い 13時のデ
ータをその日の代表する時刻として利用した． 
 感染者数のデータは，NHKの特設サイト「新型コロ

ナウイルス」の都道府県ごとの感染状況のデータ 5)を用

いた．このデータは、クルーズ船の感染者数を除いてお

り（帰宅後の感染確認は含む），過去の数値を修正する

ことがあるため感染日ベースのデータとなっている． 
 
(2)  対対象象地地域域  

 分析対象として全国的に著名な寺社仏閣である伊勢神

宮・清水寺・浅草・厳島神社・日光東照宮を選定した． 
滞在人口数の総数データではなく，居住都道府県別デ

ータの場合，更に細かな区分で集計を行うため，滞在人

口の少数部分が増加し，秘匿処理の対象となるデータが

増加する．そこで，4 章・5 章の分析では，滞在人口数

が多い伊勢神宮・清水寺・浅草の 3つに絞って分析する． 
ここで，以下に分析対象のメッシュ―コードを記載する 
・伊勢神宮：471,472,473,474,481,,482,483,484,571,572,573,574, 
581,582,583,584（513655は省略） 
・清水寺：922,924（523536は省略） 
・浅草：533946534 
・厳島神社：551,552,553,554（513232は省略） 

・日光東照宮：074,083,172（553914は省略） 
 
 
3.  滞滞在在人人口口数数のの推推移移  

 

(1)    分分析析手手法法とと結結果果  

対象期間の対前週比の変動について，平日を図 1に休

日を図 2に示す．これらは利用データが総滞在人口数デ

ータを用いるため住民者が含まれていること，平日は対

象週の月曜日（祝日の場合は火曜日）の日付，休日は土

曜日の日付を表記している．   
ここで，対前週比とは，対象地のメッシュ内の滞在人

口数において，1 週間前の最大値を当該の週の最大値で

割った値のことである．例えば，図 1における 1/20の対
前週比とは，平日である 1/20~24における最大値を平日

である 1/14~17における最大値で割った値であることを

表している．そのため，対前週比が 1.0よりも大きいほ

ど1週間前より滞在人口数が増加したことになり，1.0よ
りも小さいほど減少したことになる． 
図 1より，平日の傾向として，2/17の週までは傾向が

異なっているが，「2/25と3/30と4/6の週は減少傾向」・

「2/10と3/23の週まで増加傾向」・「4/6から4/20の週ま

での期間も減少傾向であり、清水寺・厳島神社・日光の

傾向が類似」という傾向が見て取れる．また，図 2より，
休日の傾向としては，「2/8と 2/22と 3/7-3/21では増加傾

向」・「2/15と 2/29と 3/28以降では減少傾向」という傾

向が見て取れる． 

図図--11 平日の対前週比の変動 

図図-2 休日の対前週比の変動 
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平日，休日共に増加した理由としては，訪日外国人の

減少により観光地の混雑が緩和されたことや自粛疲れに

よる外出意欲が湧いたことなどが考えられる．一方で，

減少した理由は，政府の対策や COVID-19の感染者数が
影響しているのではないかと考えられる．そこで，感染

者や対策について報道された日付けと滞在人口数が減少

した期間を比べて考察する． 
 
(2)    感感染染者者数数やや対対策策にに基基づづいいたた考考察察  

NHKの特設サイト「新型コロナウイルス」の時系列

ニュース 6)より，2月 13日に，日本で初めての感染者死

亡が確認されただけでなく，中国渡航歴がなく感染経路

の不明な感染者が相次いでいることが報道された．更に，

翌 14日には，前日に感染が確認されたタクシー運転手

の男性が 1月に開かれた屋形船での新年会に参加してい

たことが分かり，「約 100人が濃厚接触者にあたる」と

して検査を進めているという報道があった．これらの感

染者拡大の報道により国民が自粛したことが，2/15の減
少傾向に影響を及ぼしたと考えられる． 
 また，2月27日に，安倍首相が全国すべての小中高

校に臨時休校要請の考えを公表したことにより COVID-
19に対して危機感が高まったことが，3/1の減少傾向に

影響を及ぼしていると考えられる． 
そして， 3月23日に，小池都知事が「都市封鎖（ロッ

クダウン）」について言及し，25 日には週末の外出控

えを呼びかけるための緊急会見を行った．更に，27 日
には 1日の人数としてはこれまでに最多の 100人超え，
28日には 200人超えた．これらよって，3/28は減少傾向

になったと考えられる． 
 
 
4.    感感染染者者数数のの影影響響分分析析  

 
来訪者の行動は，訪問先の都道府県・訪問先付近の都

心部・居住地・東京・全国のいずれかの感染者数に強く

影響されるのではないかと考えられる．また，訪問した

当日の感染者数よりもそれ以前の感染者数が来訪者数減

少に影響を及ぼすのではないかと考えられる． 
感染者数が来訪者の行動に与えた影響を分析するにあ

たって，感染者数の増加推移を考慮して 3つの期間で分

析する．期間①は，全体的に対前週比が小さい期間にあ

たる 2/22~3/1．期間②は，次に対前週比が小さい期間に

あたる 3/20~3/29．期間③は，感染者数が増加した影響を

より反映させるために，二つ目の期間をさらに伸ばした

3/20~4/10とする．それぞれの期間における累積感染者数

の推移を以下に示す．  
 
 

 
図図-3 期間①の累計感染者数の推移 

 
 

 
図図-4 期間①の累計感染者数の推移（全国除く） 

 
 

 
図図-5 期間②の累計感染者数の推移 

 
 

 
図図-6 期間②の累計感染者数の推移（全国除く） 
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図図-7 期間③の累計感染者数の推移 
 

 
図図-8 期間③の累計感染者数の推移（全国除く）） 

 
 
(1)   滞滞在在人人口口数数にに影影響響をを与与ええたたララググ日日数数とと地地域域  

居住都道府県別滞在人口データを用いて，各期間にお

いて，どの都道府県の何日前の感染者数が来訪者に影響

しているのかを分析する．  
感染者数は，各期間より前 6日間を加えた全国，東京，

大阪，愛知，京都の累積感染者数のデータを用いる．こ

れは，当日の感染者数よりもそれ以前の感染者数の方が

来訪者の行動に影響を及ぼすこと考えたためである．ま

た，曜日によって検査数が異なることや感染者数が増減

の影響を緩和するために累積感染者数のデータを用いた． 
 

  
図図-9 期間②における清水寺の相関係数のヒートマップ 

分析方法は，居住都道府県別滞在人口データと累積感

染者数データの相関係数を算出して行う．期間②におけ

る清水寺の居住都道府県別滞留人口と全国および東京都

の感染者数の相関係数をヒートマップで表したものを図

9に示す．縦軸は清水寺に来訪している居住地の都道府

県を示している．横軸の Nationwide_0は，該当日までの

全国の累積感染者数を示しており，Nationwide_1は該当

日から 1日前までの全国の累積感染者数を示している．

同様にして 6日前までの全国および東京の累積感染者数

を表している． 
ここで，居住都道府県の相関係数の平均が-0.7より小

さく，かつ最大で上位 5つの居住都道府県を抽出し，そ

の相関係数を表 1にまとめた．なお，対象地がある都道

府県は除く． 
 表 1より休日は全体的に負の相関が強く，観光地や期

間によって居住都道府県と相関係数の値が異なることい

う傾向が見て取れる．ここで，観光地と居住地の都道府

県庁間の距離が 100km以下を近隣，100km以上を遠方と

定義すると表 2は以下のように整理することが出来る 
 表 2より，期間①では観光地より遠方からの来訪者

が累積感染者数の影響を受けている傾向にある．一方で，

期間②および③は近隣地域の来訪者が累積感染者数の影

響を受けている傾向にある ．つまり，累積感染者数は

時期によって異なる居住都道府県に影響を及ぼしており，

遠方から近隣地域に影響が波及したと考えられる． 
 

表表-1  上位の居住都道府県と相関係数 

 

 
表表-2 遠方と近隣の振り分け  

 
  

伊勢神宮 清水寺 浅草 伊勢神宮 清水寺 浅草

期間①

2/22~ 3/1

兵庫:-0.86

東京:-0.77

京都:-0.77

愛知:-0.73

埼玉:-0.73

福岡:-0.77

兵庫:-0.76

千葉:-0.80

神奈川:-0.77

北海道:-0.73

静岡:-0.90

神奈川:-0.86

埼玉:-0.75

東京:-0.73

岐阜:-0.70

福岡:-0.89

東京:-0.75

福岡:-0.95

栃木:-0.91

茨城:-0.84

埼玉:-0.84

静岡:-0.82

期間②

 3/20~ 3/29
岐阜:-0.71 -0.70以下無し

千葉:-0.85

神奈川:-0.78

埼玉:-0.76

栃木:-0.70

東京:-0.92

岐阜:-0.91

滋賀:-0.87

神奈川:-0.87

大阪:-0.84

神奈川:-0.92

福岡:-0.92

東京:-0.91

埼玉:-0.80

奈良:-0.78

神奈川:-0.99

千葉:-0.98

埼玉:-0.96

愛知:-0.95

大阪:-0.93

期間③

 3/20~ 4/10

大阪:-0.78

愛知:-0.76

神奈川:-0.81

東京:-0.78

愛知:-0.75

埼玉:-0.83

千葉:-0.82

神奈川:-0.74

茨城:-0.72

愛知:-0.72

兵庫-0.93

大阪:-0.90

愛知:-0.88

京都:-0.88

奈良:-0.87

滋賀:-0.94

東京:-0.91

千葉:-0.90

愛知:-0.89

大阪:-0.85

北海道:-0.97

大阪:-0.88

神奈川:-0.80

千葉:-0.78

埼玉:-0.76

平日 休日

伊勢神宮 清水寺 浅草 伊勢神宮 清水寺 浅草

期間①

2/22~ 3/1

遠方：3

近隣：2

遠方：1

近隣：1

遠方：1

近隣：2

遠方：4

近隣：1

遠方：2

近隣：0

遠方：1

近隣：4

遠方：12

近隣：10

期間②

 3/20~ 3/29

遠方：1

近隣：0

遠方：0

近隣：0

遠方：0

近隣：4

遠方：2

近隣：3

遠方：4

近隣：1

遠方：2

近隣：3

遠方：9

近隣：11

期間③

 3/20~ 4/10

遠方：0

近隣：2

遠方：3

近隣：0

遠方：1

近隣：4

遠方：1

近隣：4

遠方：3

近隣：2

遠方：2

近隣：3

遠方：10

近隣：15

合計
平日 休日

第 62 回土木計画学研究発表会・講演集



 

 5 

表表-3  滞在人口数と負の相関が強い 

累積感染者数の都道府県名とラグ日数 

 

次に，抽出した居住都道府県と全国，東京，大阪，愛

知，京都の累積感染者数のデータとの間で相関係数が一

番高い累積感染者数の都道府県とラグ日数を抽出し，都

道府県名，ラグ日数を表 3にまとめる．なお，同一の場

合は複数記載する． 
 表 3より，平日は全ての期間において，観光地に関係

なく同じ結果になった．また，休日の期間①においては，

伊勢神宮と浅草で影響される都道府県とラグ日数が類似

しており，全期間において愛知県の 3~6日前の累積感染

者数と強い負の相関にあることが読み取れる． 
ここで，累積感染者数の推移の図 3～図 8を確認する

と，期間①での東京都・大阪・愛知，期間②での愛知県，

期間③での京都府と愛知県は，感染者数が微増する傾向

にあることが読み取れる．そのため，累積感染者数の増

加速度と都道府県別滞在人口数の減少速度に強い負の相

関があっため，表 3のような結果になったと考えられる． 
これらの結果より，累積感染者数は時期によって異な

る居住都道府県に影響を及ぼしており，遠方から近隣地

域に影響が波及したと考えられる．しかし，特定の都道

府県の累積感染者数やラグ日数が来訪者に強く影響を及

ぼしていないと推察される．  
そこで，次章では，2月と 3月の対前週比が小さい期

間に着目し，観光地と居住都道府県の距離が，居住都道

府県別滞在人口数の変化にどのような影響を及ぼすのか

を期間別に分析する． 
 
 
5.   来来訪訪者者数数のの推推移移とと距距離離のの影影響響  

 平日は 2/25の週と 3/30の週，休日は 2/22-24と 3/28-
29の居住地別の対前週比を使用する．これらは，図1と
図 2より，対象地域である伊勢神宮と清水寺と浅草地域

において，対前週比が小さいため選定した．なお，休日

に関しては，対象となっている前の週が 3連休であるこ

とを留意した上で分析する． 
 
(1) 伊伊勢勢神神宮宮  

2/25の週の平日を横軸に，3/30の週の平日を縦軸にし

てプロットしたものを図 10に示す．また，休日の 2/22-
24を横軸に，休日の 2/22-24を縦軸にしてプロットした

ものを図 11に示す．清水寺と浅草においても同様のや

り方で，図 12から 15に示す．また，それぞれのプロッ

ト図において，4 章で定義した遠方と近隣地域を大まか

に分類されるように囲った． 
図10より，2/25の週の平日は遠方地域からの滞在人口

数が増加しており，3/30の週では共に減少してるものの

近隣地域の減少よりも遠方地域からの減少が目立つ．ま

た，図 11より，休日の 2/22-24は共に大きく減少してお

り，3/28-29では遠方地域の方が大きく減少していること

が分かる．  
また，居住地が静岡県や埼玉県の場合は，秘匿処理に

より使用できるデータに限りがあるため分析対象として

不適切である可能性が高い．そして，伊勢神宮がある三

重県は，平日と休日共に１に近い値になっている．清水

寺の京都府，浅草の東京都においても同様な傾向がある

ことより，来訪客ではなく住民の滞在人口数を多く含ん

でいるため変化が少ないと考えられる．そのため，観光

地がある都道府県が居住地の滞在人口数は，今回の分析

対象から外すこととする． 
 

図図-10 伊勢神宮の平日における距離影響 

  

 

図図-11 伊勢神宮の休日における距離影響 

伊勢神宮 清水寺 浅草 伊勢神宮 清水寺 浅草

期間①

2/22~ 3/1
東京の4日前 東京4日前 東京4日前

東京3日前

愛知6日前

大阪0,1日前

全国3日前

東京3,6日前

愛知3,6日前

大阪0,1日前

期間②

 3/20~ 3/29
愛知3,4日前 愛知3,4日前 愛知3日前 愛知5,6日前 愛知5,6日前 多数

期間③

 3/20~ 4/10
京都0,1日前 京都0,1日前 京都0,1日前 愛知5,6日前 愛知4,5,6日前 愛知4,5,6日前

平日 休日
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図図-12 清水寺の平日における距離影響 

 

 

図図-13 清水寺の休日における距離影響 

 

 

図図-14 浅草の平日における距離影響 

 

図図-15 浅草の休日における距離影響 

 

(2)  清清水水寺寺  

 図12より，2/25の週の平日は遠方地域の減少が目立っ

ており，3/30の週では共に減少してるものの近隣地域よ

りも遠方地域の減少が目立つ．また，図 13より，休日

の 2/22-24は共に減少しており，3/28-29では遠方地域の

方が全体的に減少していることが分かる． そして，伊

勢神宮とどうように秘匿処理により使用できるデータに

限りがあるため埼玉・兵庫・千葉は分析対象として不適

切である可能性が高い． 

 

(3)  浅浅草草  

 図 14より，平日の2/25の週はこれまでは異なり近隣

地域の一部が遠方地域よりも減少しており，3/30の週で

は共に減少してるものの近隣地域よりも遠方地域の減少

が目立つ．また，図15より，休日の2/22-24は遠方地域

の方が全体的に減少している，3/28-29では,共に減少し

ており，大きな差がないことが分かる．浅草も同様に，

北海道や福岡が分析対象として不適切である可能性が高

い． 
 

(4)  ままととめめ  

 2章で述べた通り，2月 22日までの 1週間に，安倍首

相が全国すべての小中高校に臨時休校要請の考えを公表

したという報道があった．また，感染者数も全国で 10
人前後の時期である． 
このような状況下において，浅草の休日以外では近隣

と遠方で大きな差は見られなかった．一方で，伊勢神宮

の平日では遠方地域からの来訪客が増加してる（対前週

比が 1以上）という結果が出た．伊勢神宮の休日では増

加していないため，混雑していないであろう平日に訪問

した人々が多かった可能性がある． 
また，3章で述べた通り，3月 28日までの 1週間に，

小池都知事がロックダウンについて言及し，週末の外出
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控えを呼びかけるための緊急会見を行っただけでなく， 
1日の感染者数が最多の 200人超えたという報道があっ
た期間である． 
このような状況下において，伊勢神宮と清水寺の結果

より，3/28-29が全体的に遠方地域よりも近隣地域の方

が対前週比が小さいことが分かった．つまり，遠方への

外出は控えるものの，近隣地域へ観光に行く人はあまり

減少しなかった可能性がある．伊勢神宮の休日において

は，東京都の対前週比が小さいことから，週末の外出控

えの呼びかけに従った可能性がある．一方で浅草の休日

の結果を見ると，遠方地域も近隣地域とで大きな差はな

く，伊勢神宮と清水寺と異なる傾向が出た． 

 

 

6.  研研究究ののままととめめ    

 
(1) 結結論論  

3 章では，感染拡大期である 2から 4月において対前
週比を示すことによって，来訪者数の増減の傾向につい

て分析することが出来た．また，統計的に分析すること

は出来なかったが，感染者数や政府の対策が来訪者数の

減少に大きな影響を与えた可能性があることが分かった． 
4 章では，居住都道府県別滞在人口データを用いて，

各期間において，どの都道府県の何日前の感染者数が来

訪者に影響しているのかを分析したが，明確な傾向は見

られなかった．しかし， 累積感染者数は時期によって

異なる居住都道府県に影響を及ぼしており，遠方から近

隣地域に影響が波及している傾向があることが示された． 
そこで，5章では，2月と3月の対前週比が小さい期間

に着目し，観光地と居住都道府県の距離が，居住都道府

県別滞在人口数にどのような影響を及ぼすのかを期間別

に分析した．その結果，2月では，浅草の休日以外では

近隣と遠方で大きな差は見られなかったが，伊勢神宮の

平日では遠方地域からの来訪客が増加してるという結果

が出た．3月では，全体的に遠方への外出は控えるもの

の，近隣地域への来訪者数はあまり減少しないという結

果になった．また，都知事の要請が来訪客に影響を及ぼ

している傾向を理解することが出来た． 
 

(2) 今今後後のの課課題題  

 4 章において，累積感染者数の増加速度と都道府県別

滞在人口数の減少速度に強い負の相関がある傾向があっ

たため，例えば，全国や各都道府県の累積感染者数に対

数を取ることによって，感染拡大速度が滞在人口数に与

えた影響について分析する必要がある．また，本研究で

は，13 時の滞在人口数のデータを使用したが，滞在人

口数から居住相当者を割り引いたデータに加工すること

や，対象の時間帯を増やして宿泊施設も対象にして分析

する必要であると考える．更に，第 5章においては，分
析対象を寺社仏閣に絞っていたが，他の属性の観光地を

取り入れることによって，観光地と居住都道府県の距離

が滞在人口数に与える影響の分析の精度を高めることが

出来ると考える． 
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